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「むかし 者のお 話 はと かく 前置きが 長いので、 今の 若 

い 方た ちに は 小 焦れったい かも 知れません が、 話す 方 

の 身になる と、 やはり 詳しく 説明して かからな いと 何 

だか 自分の 気が済まな いという わけです から、 何も 因 

果、 まあ 我慢して お聴きく ださい」 

半 七 老人 は 例の 調子で 笑いながら 話し 出した。 それ 

は 明治 三十 一 年の 十月、 秋の 雨が 昼間から さびしく 降 

り つづいて、 かって この 老人から 聴かされた 「津の 国 

屋」 の 怪談が 思い出される ような 宵の ことで あ つ た。 



五月雨 もき ようは 夕方から めずらしく 小歇 みに な つ た 

が、 星 ひとつ 見えない 暗い 夜に、 牛 込 無量 寺 門前の 小 

かど 

さい 草履 屋の門 をた たく 者が あ つ た。 無量 寺 門前と い 

うの は 今日の 築 土 八幡 町で ある。 このごろ は 雨つ づき 

で 草履 屋 の 商売 も 休み も 同様 であるば かり か、 亭主の 

藤吉は 宵から 出て いるので、 女房の お徳 は 店 を 早く 閉 

めて、 奥の 長火鉢の 前で 浴衣の 縫い直し をして いる 時、 

表の戸 を そっと 叩く 音が きこえた ので、 お徳 は 針の 手 

を やめて 顔 を あげた。 今夜 ももう 四ッ (午後 十 時) に 

近い。 この 夜 ふけに 買物で も あるまい。 おそらく 道 を 

きく 人で でもあろう かと 思った ので、 かれは 坐った ま 



かえると、 そこで は 大きい 魚の 跳ねる ような 音が きこ 

えた。 女 客 も 俄かに 耳 を 引つ 立てた。 

「あ、 奥で 何 か 跳ねる ような …… 」 

お徳 はや はり 黙って いた。 

「唯今 申し上げた ことで、 何 かお 心 あたりの ような こ 

と は ございますまい か」 と、 女 はしず かに 云った。 

「別に どうも …… 」 と、 お徳 は あいまいに 答えた が、 

その 声 は 少し ふるえて いた。 

「まったくお 心 あたりはないでしょう か」 

台所で はまた 魚の 眺 ねる 音が きこえた。 女 は その物 

のぞ 

音の する 方 を： &び あがる ようにして 靦 きながら、 また 



云い 出した。 かれの 声 も 少し ふるえて いた。 

「お願いで ございます。 お 心 あたりが ございますなら 

ば、 どうぞ 教え ていた だきたい ので) J ざ いますが …… 」 

その 訴える ような 声音が 一 種の 恨み を 含んで いるら 

しく も 聞え たので、 お徳 はまた 俄かに ぞっとした。 

さっきからの 話 を 聴いて、 お徳 も 内々 は 思い あたる こ 

とが 無いでも なかった ので ある。 実 を 云う と、 夫の 藤 

吉 はこの あいだから 彼の 江戸川の どん ど 橋の あたりへ 

忍んで 行って、 禁断の むらさき 鯉の 夜釣り をして、 現 

ぴき 

にゅうべ も 一 尾の 大きい 鯉 を 釣 りあげて 来た。 それに 

味 を 占めて、 かれは 今夜 も 宵から 釣道具 を 持ち出して 



「あの、 奥の 方で 何 か 跳ねて いるの は、 なんで ござい 

き 

ましょう」 と、 女 は 訊いた。 

「そんな 音が きこえました か」 と、 お徳 は 白ら ばつく 

れ てこた えた。 「雨だれの 音じゃありません かしら」 

その 苦しい 云い 訳 を 打ち消す ように、 台所の 鯉 はま 

た 跳ねた。 

「おかみさん、 どうぞお 隠しな さらないで ください」 

と、 女 はいよ いよ 恨めし そうに 云った。 「唯今 も 申す 

通リ、 わたくしの 枕 もとに 紫の 鱗が 落ちて いました。 

奥 で 今 跳ね ている の は 確かに 魚で) J ざ います。 魚の 跳 

ねる 音で ございます。 一 生のお ねがいで ございま すか 



ら、 どうぞ その 魚 を 一度み せて ください。 その 魚 は 

き つ とむら さきに 相違) ，- ざいません」 

お徳 ももう 返事に 困って、 唯 おどおどして いると、 

女の 様子が だんだんと 物凄く 変って 来た。 

「ごめんください。 ちょっと 奥へ 行って 拝見して まい 

り ま T9」 

女 は 起って 奥へ ゆきかけ るの を、 お徳 はさえ ぎる 力 

もなかった。 女の 起った あと を 見る と、 そこの 畳の 上 

くも ぬ 

は 陰った ように 湿れて いるので、 かれは 又 ぞっとした。 

二 



ふたと き 

それから 一 一刻 あまり を 過ぎても 亭主の 藤吉は 帰らな 

いので、 お徳 はまた 新ら しい 不安 を 感じ 出した。 その 

ころの 二 刻と いえば 今の 四時 間で ある。 藤吉が 出て 

行った の は 四ッを 少し 過ぎた ころで、 巿ケ谷 八幡の 鐘 

よる つ 

が 夜の 八ッ (午前 一 一時) を撞 いてから もう 小 半 刻 も 経つ 

たかと 思う のに、 かれは まだ 帰って来なかった。 ある 

いは 越 前屋の 女房に たのまれて、 為さん の 死骸 を 探し 

にで も 行った のかと も 思った が、 何分に も いろいろの 

奇怪な 事件が それから それ へ と 続出す るのに おびやか 

されて いる 彼女 は、 どうも 落ち着いて はいられな いよ 

うな 気がする ので、 更けて ますます 降りしきる 雨の 中 



何 刻に 帰って来 たかと 詮議す ると、 旦那 は五ッ (午後 

八 時) 頃に 出て 行って、 四ッ 少し 過ぎに 帰って来たら 

しい。 自分 は 四ッを 合図に 店 を 閉めて 寝て しまった か 

ら、 よく は 知らないと 寅 次 は 云った。 それでも お徳の 

不審 はま だ 晴れない ので、 旦那 かお かみさん を 起こし 

ふしょう ぶしょう 

て くれと 又 頼む と、 寅 次 は 不承不承に 奥へ はいった が、 

やがて 女房のお 新 を 連れ出して 来た。 

「あら、 お徳さん。 今時分 どうしたの。 藤さん が 急病 

人に でもな つたんで すか」 と、 お 新 は 不思議 そうに 云つ 

た。 

「実は こちらへ 来る と 云って、 ふた 刻 も 前に 出たん で 



すが、 まだ 帰って来な いので、 なに をして いるの かと 

様子 を 見に 来たんで すよ」 と、 お徳 は 正直に 答えた。 

「藤さん が …… 」 と、 お 新 は 眉 をよ せた。 「今夜 は 一 度 

も 見えません よ」 

「あら、 そうです か」 

けむ 

お徳 は 煙に まかれて ぼんやりと 突っ立つ ていた。 ゆ 

うべ からの 事 をかん がえ ると、 かれは やはり 夢で も 見 

ている のか、 それとも 八幡の 森の 狐に でも 化かされて 

いるの かと、 自分で 自分 を 疑うよう にもな つた。 

「為さん はお 内です ね」 

再び 念 を 押す と、 お 新 は 内に いると はっきり 答えた _ 



合いが あって、 いい 旦那衆 も 集まって 来る。 これ を 

内ム i と 云います。 宇三郎 も その内 会に 顔 を 出して、 夜 

なかに 家へ 帰って くると、 表に は 変な 奴が 靦 いている。 

提灯の 灯で 透かして みると かの 藤吉 なので、 この 野郎、 

今度 はおれ を 殺しに でも 来たの かと、 襟首 をつ かんで 

内へ 引き摺り込む。 藤吉は うろたえて 逃げ出 そうとす 

る。 宇三郎 は 追い まわす。 御 承知の 通り、 仕出し屋の 

ことです から 店に は 洗い場が あって、 そこに は 大きい 

内 井戸が ある。 普通の 井戸と は 違います から、 井戸側 

が 低く 出来て いる。 藤吉は 逃げ 廻る はずみに 井戸端で 

足 を すべらせて、 井戸 厠へ よろ け かかった かと 思う と、 



だな どと いい加減な こと を 云って いたらし い。 紙屋の 

亭主 y J そ 実に 迷惑で、 それが ために 思 い も よらな い 災 

難 をう けて、 一 旦は 召し捕られたり、 その後 もた びた 

び 番所へ 呼び出されたり、 どうも ひどい 目に 逢い まし 

たが、 右の 事情が 判って 無事に 済みました。 川 春の 宇 

三郎は 死罪、 富 蔵 は 吟味 中に 牢死、 出前持ち ふたり は 

追放 だと おぼえて います。 宇三郎の 白状で、 鯉 を 食つ 

た 者 は みんな 判って いるんで すが、 身分の ある 人は迂 

潤に 詮議 も 出来ず、 大 町人 は 金を使って 内々 に 運動し 

たのでしょう、 その 方の 詮議 はすべ て 有耶無耶 になつ 

てし まいました。 高山 もお 糸 も 無事で したが、 この 一 
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